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 今年も残り僅かとなりました。若い頃は 1 週間でも長く感じたものでしたが、歳を重ねるにつれ

て月日の経つのが早く感じられるようになってきました。 

  仕事の面でも、個人的な面でも今年はいろいろなことがありました。昨年から勉強していた分

子栄養学の認定医試験を受験する為、久々に緊張感を味わいながら真剣に勉強しました。なんとか

クリアしましたが、症例検討会でお会いする先生方はレベルが高く、まだまだ未熟であることを痛

感しています。医局時代から、咬み合わせと全身との関係をテーマに学んできましたが、近年、食

事と口腔の関係に目を向けるようになり、血液検査などの情報も必要になってきました。そして、

食べるためには歯が必要です。「何を食べるか」も大切ですが、「どう食べるか」も大切です。しっ

かりと咀嚼できなければせっかくの栄養素が吸収されません。よく噛むことで唾液が出ます。唾液

には活性酸素などの有害物質を除去したり、成長ホルモンや若返りホルモンなども含まれています。

健康長寿を目指すためにも歯を大切にしたいものです。そして「歯を削らない、抜かない」ために

も定期的にメンテナンスをお受けになることをお勧めします。 

 個人的には自分の人間的な未熟さに気付かされることが多く、反省することの多い 1 年でした。

改めて自分と向き合い、見つめ直す行程を経て、ようやく前向きな気持ちを抱けるようになってき

ました。今年もたくさんの出会いがあり、多くの方にお世話になりました。感謝申し上げます。 

来年は馬年ですね。飛躍の 1年になるよう頑張りましょう。 
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障碍を乗り越え、愛と希望を歌い続ける 

 

  レーナ・マリア（ゴスペルシンガー）       

「神様は私に手の代わりに心の中に豊かさを与えた」 

月刊誌『致知』２０１３年１２月号より 

 

 

 障碍者の世界水泳選手権の金メダリストである一方で、ゴスペルシンガーとして世界各国でリサイ

タルを行うレーナ・マリア氏。生まれつき両腕欠損、左脚は右足の半分の長さという重度のハンディ

キャップがありながら、決して笑みを絶やすことなく、神の愛を歌い続ける。誰もが絶望するような

状況からいかに希望を見出すかをお話いただきました。 

本日はその一部をご紹介させていただきます。 

 

……………………………………………… 

 

（――ご出身はスウェーデンですね。） 

   はい。スウェーデンの中南部のハーボという村です。とても自然が豊かな村です。 

（――生まれつき両腕がなく、左足が右足の半分という重度の障碍があることに対して、物心がつい

た頃からどのように感じられていましたか。） 

尐し不便だなと思うことはありますが、悲しんだり落ち込んだりしたことは一度もありません。

スウェーデンでは障碍がある子供も健常者と同じ学校に通い、普通の生活をしています。なので、

ハンディキャップを持って生まれてきても私自身は大きな問題として捉えていませんでした。た

だ、それは両親が私を障碍者レーナ・マリアとして育てず、１人の娘レーナ・マリアとして育て

てくれたことが大きかったと思います。 

手がないので、それに代わって足を使ったり口を使ったりして、自分のことは自分でできるよ

う導いてくれました。そして、ハンディキャップを持っていることは決してネガティブなことで

はないんだと。他人と違うことは 否定的なことではなく、それを活かして生きていくことを教

わりました。 

ですから、物心ついた頃から私もハンディキャップがあるからといって甘やかされることが嫌

いでしたね。そういう両親の元に育ったので、私はずっと自分を認めて、ありのままの自分で、

自分らしく生きてきたように思います。 

（――これまでの人生で心無いことを言われて心が折れてしまったり、絶望してしまうようなことは

なかったのですか。） 

ハンディキャップのことで？ 

それはないですね。もっとも、それは自分の態度によるところが大きいと思います。 

中学生時代、同級生に「おい、一本足、元気そうじゃないか」と言われた時、「ありがとう、二

本足、あなたも元気そうね」と答えたことがありますが（笑）、例えば自己憐憫にあったり、人を

羨んだり、自分に自信がなかったりすると、誰かの一言に傷ついて人生は辛くなるのではないで

しょうか。 



ただ、私も１人の人間として乗り越えられないと思うような悲しみ、困難に遭遇したことはあ

ります。若い頃は生きていくことは簡単だと思っていましたが、どうやらそうではないようです

ね。 

人間はみんな弱い存在です。 

辛い出来事があれば自分を小さく、弱く感じたり、足りなく感じることって誰にでもあると思

います。その時、家族や友人、そして神様など周りから愛されていると感じることで、私は強く

なることができます。人間は自分１人で強くなることはできません。もしも私が強い人間だと思

う人がいるなら、それは私の周囲の人の愛が私を幸せにしてくれているからです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先月に引き続き、体が不自由ながらもいろいろなことにチャレンジしておられる方のお話です。 

 子供が小学生の時に、マンガ版の「レーナ・マリア」の本を一緒に読みました。生まれつき両腕が

なく、左足が右足の半分という障碍を持ちながら水泳選手権で金メダルを取り、また素晴らしい声で

ゴスペルシンガーとして活躍されておられます。つらく、悲しい思いをなさった時に、「周りから愛さ

れていると感じることで、強くなることができる」という言葉に彼女の愛の深さを感じました。人は

認められることで自分の存在を大切に思えるようになるといわれています。 

 今年は私もいろいろなことに直面し、その原因はやはり自分にあると思い、自己反省をしていると

ころです。が、周囲の方に励ましてもらったり、悩みを聞いてもらったりすることでとても楽になり

ました。悩んだ分だけ大きくなれるというように、豊かな心で人を愛する人生を歩んで生きたいと思

います。 

 

 

 

 


